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１．背景

1.1 事例校の現状と課題 

事例校の現状として、子どもの問題行動が多く、その問題行動は友だちへの暴言や暴力、教

師に対する暴言や暴力、器物破損、授業への不参加、危険な行動など多岐にわたっている。「自

分にはよいところがある」の問いに対して肯定的に回答した児童の割合、「学校のルールを守

っている」の問いに対して肯定的に回答した児童の割合ともに大阪市の平均から低い。このよ

うに、子どもの自己肯定感が低く、子どもの現状に教職員の指導が即していない、教職員の協

力体制ができていないなどの課題がある。 

1.2 報告者の立場 

 実践開始当初、学校全体でPBSを共通理解することに困難があったため、報告者自身がPBSの

考えを取り入れた実践行い、その様子を教職員へ広めていく働きをすることになった。同時に

学校全体の取り組みの中では、研究授業の中にPBSを取り組入れることになった。 

 実践２年目を迎え、報告者は校務分掌の PBS担当になったことで、PBSについて話し合う機

会を作り、PBSの取り組みを生活指導でも学校全体に広めていくことになった。 

２．先行研究 

 PBS（平澤）と SWPBS（庭山）、多層支援システム、通常学級における行動支援、学校全体

の取り組みの実践を基に実践課題研究を進めることとした。 

３．基本学校実習の取り組み 

基本学校実習では主に３つに分けて取り組みを行った。 

１つ目は、学校全体に広めていくために先行して学級の子どもに対して行った PBSである。

学級の児童に対して実践を行い、児童の行動観察とアンケート調査を行った。できていること

を可視化するための取り組み（がんばりカード）、子どもが考える望ましい行動（すばらしい

行動マップ）、子ども同士が認め合う取り組み（すばらしい行動見つけ）の３つの取り組みを

行った。 
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２つ目は、学校全体での PBSの取り組みである。研究授業のテーマに PBSの考えを取り入れ、

全体討議の場で子どもを肯定的に捉えることについて話し合った。提案授業と 3 回の研究授業

の中での授業における PBSについて協議を行った。 

3 つ目は、先行実践を広めるための取り組みである。PBSを推進していくために集まったメン

バーで校内全体へ広めていく方法を話し合い、PBS を通じて高めたい子どもの姿の共有を行う

ことを決めた。 

 先行実践の結果、児童アンケートにおいて、「自分にはよいところがある」の問いに対して

肯定的な回答の割合が増加した。一方、研究授業として学校全体で取り組んだ結果については、

肯定的な回答の割合が少しは増加したものの、学校全体に広めていくには他の方法の方がよい

のではないかと意見が出るなど問題点も出てきた。 

 

４．発展課題実習の取り組み 

 発展課題実習も主に３つに分けて取り組みを行った。 

 １つ目は、学級における取り組みである。学級における取り組みも徐々に広まり、実践され

る学年も見られるようになった。報告者は、担当する学級の実践を中心に引き続き取り組みを

継続することにした。具体には、できていることを可視化するための取り組みⅡ（がんばり表）、

子どもたちが協力して望ましい行動を増やす取り組み（きらきらカード）の 2つの取り組みで

ある。 

 ２つ目は、学校全体で取り組みⅡである。PBS を通じて高めたい子どもたちの姿の共有を行

い、その中の重点取り組みとして PBSを取り入れたあいさつ週間を実施した。あいさつ週間で

は、教職員の連携もあり、子どもたちも進んであいさつを行うことができるようになった。 

 ３つ目は、それぞれの実践を広める取り組みである。PBS 通信を発行し、各学級や学年で取

り組んでいる PBSの実践の紹介を行った。 

 PBSの取り組みが SWPBS（学校規模の PBS）へと広がった結果、学級のアンケートにおいても、

学校の児童全員を対象にしたアンケートにおいても肯定的な回答の割合が上昇した。 

 

５．総合考察 
 本実践研究では、１年目は学級単位での実践を行い、２年目では学校規模での実践を行った。

学級単位でも子どもたちの様子によりよい変容が見られ、アンケート調査でも肯定的な回答が

増えた。さらに、学校規模で実践を行うことで子どもたちの様々な場面でのよりよい変容が見

られ、アンケート調査の肯定的な回答の増加率も大きくなった。学校規模で実践を行い、継続

することで大幅な肯定的な変容がある。SWPBS は子どもの自己肯定感を高めることが明らかに

なった。そして、できれば１年目から学校全体で取り組んでいくことが望ましいことも明らか

になった。 

 

６．今後の課題 

 今後の課題は、支援の幅を充実させていくこと、組織的に継続を行っていくこと、エビデン

スを捉え PDCA サイクルでさらなる質的向上を図ること、研究授業に PBS を取り入れることに

再度挑戦すること、PBSの実践を中学校区にも広めていくことの５点である。 
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